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論 文 内 容 の 要 旨 

上皮間葉転換 (EMT)は肺癌を含む様々な癌腫で転移や予後不良と相関がある。

しかしながら IA 期肺腺癌における EMT の意義は不明である。今回我々は E-

cadherin と Vimentin の免疫染色を行い、IA 期での EMT の意義を検討した。上

皮グループが 105 症例(57.4%)、中間グループが 64 症例(34.9%)、間葉グループが 14 症例

(7.7%)であった。EMT を起こした腫瘍は高齢者に多く認められ、有意に術前の C/T

比が高かった。生存解析を行うにあたり、プロペンシティスコアを用いて 2 群

間の患者背景のバランスを整えた。EMT を起こした腫瘍は有意に予後不良であ

り、無再発生存において独立した予後不良因子となった。以上のことから、IA

期肺腺癌においても EMT は予後不良因子であった。  


